
報告書

ジャパンミルクコングレス
2021

後 援 農林水産省 国連食糧農業機関駐日連絡事務所 独立行政法人農畜産業振興機構
公益社団法人日本栄養士会 公益社団法人全国学校栄養士協議会 公益財団法人学校給食研
究改善協会 健康日本21推進全国連絡協議会 一般社団法人日本骨粗鬆症学会 一般社団法
人日本在宅栄養管理学会 特定非営利活動法人日本栄養改善学会 公益財団法人骨粗鬆症財
団 日本教科教育学会 日本酪農教育ファーム研究会 日本酪農科学会 日本酪農乳業史研
究会 日本農業経済学会 日本フードシステム学会

主 催 一般社団法人 Ｊミルク 協力 乳の学術連合

ウェビナー実施日 2021年12月12日（日）

先行配信 2021年12月10日（金）～

オンデマンド配信 2021年12月14日（火）～2021年12月19日（日）



◇ジャパンミルクコングレス2021はリアルとオンラインのハイブリッド形式
で運営。
発表Aグループ：ご発表は会場またはオンラインからご発表+質疑応答
発表Bグループ：ご発表は原則オンラインからご発表+質疑等交流
※A・Bグループどちらのご発表も、事前にご提出いただいた録画動画で運営。
（動画共有の操作は事務局が実施）
※リアルタイムでご出演いただくのは座長の冒頭、及び質疑応答の部分。

◇開催日
ライブ：2021年12月12日（日）11：00～18：00予定
オンデマンド配信：
・2021年12月10日（金）～【Bグループ先行配信】
・2021年12月14日（火）～2021年12月19日（日）【全体】

◇12月12日（日） プログラムの構成
11：00～11：25 開会・事務局説明・あいさつ
11：25～12：25 第1部・特別発表
12：25～14：15 第2部開始（Aグループ＠20+10分×4題）
14：15～14：25 休憩
14：25～15：25 第3部・研究交流会（Bグループ 60分）
15：25～15：35 休憩
15：35～17：35 第4部開始（Aグループ＠20+10分×4題）
17：35～17：45 閉会

◇オンラインシステム
開会・第1部・第2部・第4部・閉会…Zoomウェビナー
第3部（研究交流会）…Zoomミーティング/ブレイクアウトルーム
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開催概要

開会～第2部 第3部 第4部～閉会

Zoomウェビナー
Zoomミーティン
グ/ブレイクアウ

トルーム
Zoomウェビナー

◇Zoomウェビナーへの座長・発表者の参加方法
・発表Aグループの先生と座長は「パネリスト」
・発表Bグループの先生と座長は「視聴者」

◇Zoomミーティングへの座長・発表者の参加方法
・すべての皆様は「参加者」



タイムスケジュール

時間 LAP
プログラム ウェビナー ミーティ

ング

オモテ進行 ウラ進行 本番 リハ 本番
/リハ

9:30~
10:30 1:00 第1・2部

リハーサル ①②

10:30∼
11:00 0:30 参加者受付開始 ①② ●

11:00~
11:25 0:25 開会・あいさつ

11:25∼
11:55 0:30

1
部

特別発表①
高木秀彰先生

11:55~
12:25 0:30 特別発表②

Jミルク伊藤
12:25~
12:55 0:30

2
部

加藤佳子先生（健）
座長 桑田先生（健）

12:55~
13:25 0:30 駒田陽子先生（健）

座長 桑田先生（健）

13:25~
13:55 0:30 森 博康先生（健）

座長 桑田先生（健） 第3部
リハーサル ③

13:55~
14:15 0:20 丸山健太先生（健）

座長 桑田先生（健）
14:15~
14:25 0:10 休憩→

ミーティングへ誘導 ● ● ③

14:25~
15:25 1:00 3

部
研究交流会
（下表参照）

第4部
リハーサル ④

15:25~
15:35 0:10 休憩→

ウェビナーへ誘導 ④ ● ●

15:35~
16:05 0:30

4
部

山本輝太郎先生（食）
座長 田中先生（食）

16:05~
16:35 0:30 光成有香先生（社）

座長 前田先生（社）

16:35~
17:05 0:30 高津英俊先生（社）

座長 前田先生（社）

17:05~
17:35 0:30 清水池義治先生（社）

座長 前田先生（社）
17:35~
17:45 0:10 閉会・あいさつ ●

1部～4部発表者：①②③④ 参加者：●ご氏名 は、会場発表者

ルーム名 発表者 座長

ルーム1 玉置先生（健）・田中先生（健）・林原先生（食） 小川先生（健） 伊藤【WB】

ルーム2 谷田先生（健）・曽宮先生（健）・常山先生（健） 大日向先生（健） 池上【JA】

ルーム3 今中先生（食）・吉田先生（食） 石井先生（食） 大淵【JC】

ルーム4 青江先生（健）・甲田先生（健）
矢部先生 代理 奥田先生（健） 上西先生（健） 林【J役】3



会場設営図
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【JミルクB会議室イメージ】

【ワイムRoomAイメージ】
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配信イメージ図

事務局（Jミルク）

【発表会場 兼 配信会場
（Jミルク会議室）】

【控室/オンライン接続なし】
ワイム会議室RoomB

【控室/オンライン接続あり】
ワイム会議室RoomA

リモートの先生は
各場所より、ご自身のPCにて

ZoomウェビナーまたはZoomミーティングに
ご参加いただきます。

リモートの先生

接続

Zoom

へ
の
招
待
・
承
認

Zoom
へ
参
加
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視聴者の方

視聴者はご自身の
PCまたはスマートフォンにて

Zoomウェビナー/ミーティングに参加

Zoom

Zoom
配信



プログラム

6

時間 発表テーマ 座長

11:25
～

11:55

11:55
～

12:25

12:25
～

12:55

12:55
～

13:25

13:25
～

13:55

13:55

～

14:15

（健康科学）
桑田　有
先生森　博康

徳島大学先端酵素学研究所
糖尿病臨床・研究開発セン
ター　助教

丸山 健太

自然科学研究機構生理学研
究所特任准教授

第２部　【Zoomウェビナー】

Jミルク学術調査グループ
次長

加藤 佳子

神戸大学大学院人間発達環
境学研究科　教授

駒田 陽子

明治薬科大学リベラルアーツ
准教授

高木 秀彰

発表者

11:00～11:25 開会　・　あいさつ

第1部　特別発表　【Zoomウェビナー】

高エネルギー加速器研究機
構　物質構造科学研究所
助教

伊藤 岳人

牛乳乳製品の睡眠への影響：システ
マティックレビュー

サルコペニア治療を目的としたレジ
スタンス運動と乳清たんぱく質の栄
養摂取タイミングの有用性–栄養療
法と運動を併用したランダム化比
較介入試験-

牛乳由来エクソソームによる腸炎抑
制メカニズムの解明

①   

②   

③   

④   

⑤   

⑥   

量子ビームを利用した小角散乱法
による牛乳中におけるカゼインミセ
ルの構造解析

酪農乳業の持続可能な取り組みに
対する生活者の意識動向　～食生
活動向調査2021より～

心のしなやかさを育む牛乳乳製品
の摂取

14：15～14：25 休憩　（10分）

発表テーマ 座長

15:35

～

16:05

16:05
～

16:35

16:35

～

17:05

17:05

～

17:35

⑦   

⑧   

⑨   

⑩   

時間

17：35～17：45

牛乳有害説に対する消費者向け科
学リテラシー教材の開発

（食と教育）
田中博之
先生

国産バターの商品価値競争力の評
価-離散選択実験に基づいて-

（乳の社会文

化）

前田浩史
先生

「日本型酪農経営継承システム」の
開発に向けた実態分析と課題－都
府県酪農を事例として－

平成30年北海道胆振東部地震によ
るミルクサプライチェーンへの影響
と災害等発生時の対応に関する研
究

秋田県立大学生物資源科学
部助教

清水池 義治

北海道大学大学院農学研究
院准教授

発表者

山本 輝太郎

明治大学研究・知財戦略機構
研究推進員（法人PD）

光成 有香

第４部　【Zoomウェビナー】

閉会

尚絅大学現代文化学部文化
コミュニケーション学科　助
教

高津 英俊
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発表テーマ 座長

ミルク関連オリゴ糖のメタボリックシ
ンドローム抑制効果と作用機序の検
討

韓国と日本の食育における牛乳・乳
製品の価値観について-成長期にお
けるヘルスリテラシーの醸成教育に
向けての比較検討-

関西医科大学医学部　研究
教授

発表　矢部 えん
人間総合科学大学　助教

休憩　（10分）

第3部　研究交流会　【Zoomミーティング】

田中　清

神戸学院大学栄養学部　教
授

大妻女子大学家政学部教授

甲田 勝康

（食と教育）
石井雅幸
先生

乳製品の摂取意欲向上への酪農体
験教育の効果の検証

乳成分(ミセル性リン酸カルシウム
および乳糖）の摂取による2型糖尿
病モデルマウスの膵臓機能改善作
用に関する研究

（健康科学）
上西一弘
先生

骨の成長に最適な牛乳乳製品とカ
ルシウム摂取量：二重エネルギーX
線吸収法による一般小児の疫学研
究

栄養疫学研究における習慣的な乳・
乳製品摂取量の把握について

（健康科学）
小川純人
先生

高齢者のロコモティブシンドローム・
低栄養予防における牛乳・乳製品摂
取の意義に関する研究

地域住民に対する客観的乳教育の
試み

免疫系に関連する遠心性自律神経
脾臓枝へ与える牛乳の効果と調節
機構の解明

（健康科学）
大日向耕作

先生

牛乳に含まれる細胞外小胞をヒト細
胞が認識し応答する分子機構の解
明

14：25～

15：25

金沢医科大学　医学部　生
理学Ⅱ講座　准教授

曽宮 正晴

大阪大学産業科学研究所
助教

常山 幸一

徳島大学大学院医歯薬学研
究部　疾患病理学分野　教
授

今中 美栄

島根県立大学　看護栄養学
部 健康栄養学科　教授

吉田 智佳子

新潟大学　農学部助教

青江 誠一郎

ル
ー

ム
２

ル
ー

ム
３

ル
ー

ム
４

15：25～15：35

質疑　奥田　奈賀子
京都府立大学大学院　教授

谷田　守

大阪医科薬科大学医学部衛
生学公衆衛生学　教授

時間 発表者

玉置 淳子 習慣的な牛乳・乳製品の摂取は、要
介護化を予防し、健康寿命の延伸に
寄与するか－男性骨粗鬆症コホート
研究１０年間の縦断的検討－

ル
ー

ム
１

林原 好美

常葉大学健康プロデュース学
部准教授



発報要旨-1
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発報要旨-2
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発報要旨-3
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発報要旨-4



発報要旨-5
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アンケート集計結果



参加状況

ウェビナー実施日 2021年12月12日（日）
合計

208名先行配信 2021年12月10日（金）～

オンデマンド配信 2021年12月14日（火）～2021年12月19日（日）

総再生回数 先行配信・オンデマンド配信（ライブを含まない） 886回

14

参加者属性

39%

17%

10%

10%

9%

4%

6%

1%

4%

酪農乳業関係者（生産者/乳業者/
販売者/関連団体等）

乳の学術連合（幹事・会員）

医療関係者・栄養士

大学・研究機関

学校・教育関係者（保・幼・小・
中・高）

メディア、ジャーナリスト

乳の学術連合 委託研究者

農業団体

その他



事後アンケート-1

コングレスに参加されて得た情報を今後、どのように活用したいと思いますか、以下から選
択してください。（いくつでも）

15

どの発表にご参加いただきましたか。（すべて）

【その他回答の例】
今後の研究に役立てる

コングレスへ参加したいと思ったもっとも強い動機は何ですか。以下からあてはまる項目を
選択してください。（ひとつだけ）

35%

34%

14%

14%
3%

最新情報の収集

発表者もしくは演題

プログラム内容

乳の学術連合の活動に興味

その他

53.6 53.6

42.9

53.6

17.9

42.9

参
加
者
％

第1部 特別発表 第2部 第３部 研究交流会 第4部 先行配信 オンデマンド配信

85.7

28.6 32.1

7.1

回
答
％

自身の業務で活用 他者への情報提供 職場内で情報共有 その他



事後アンケート-2

印象に残った発表とその理由をお知らせください。

・高木秀彰先生「量子ビームを利用した小角散乱法による牛乳中におけるカゼインミセルの構造解析」
大学の牛乳乳製品の授業を単発で行う機会に、興味を持ってもらいたいとカゼインミセルの構造につ

いて未だ判明していないことを話しています。専門的な部分は難しく理解に程遠い状況でしたが、非常
に興味深い内容でさらなる研究成果を期待したいと思います。
・伊藤岳人氏「食生活動向調査」
研究中の考察・背景に重要な情報であった。

・伊藤岳人氏「食生活動向調査」と3部の交流会
学校現場での食育を進めるうえで、参考になる情報を得たかったから

・加藤佳子先生「心のしなやかさを育む牛乳乳製品の摂取」。
牛乳乳製品の摂取がストレスに対する抵抗力(心）をつけるという点。

・駒田洋子先生「心のしなやかさを育む牛乳・乳製品の摂取」
現在、精神栄養学について研究を検討中であり、丁寧な研究手法で参考になりました。

・駒田陽子先生「牛乳乳製品の睡眠への影響」
以前から関心のあったテーマでもあったため。

・駒田陽子先生「牛乳乳製品の睡眠への影響」
牛乳と睡眠について良い影響があるということをよく目にするが実際の研究（2018年以前）は少なく

エビデンスはまだ少ない
・森 博康先生「サルコペニア治療を目的としたレジスタンス運動と乳清たんぱく質の栄養摂取タイミ
ングの有用性 -栄養療法と運動を併用したランダム化比較介入試験 -」
既報の通り、運動後のタンパク質源摂取が良いということや介入終了後の12週間でも効果が少しは継続
していることなど勉強になった。
・山本輝太郎先生「牛乳有害説に対する消費者向け科学リテラシー教材の開発」
疑似科学に対して惑わされることなく、自分で考えて判断することが必要だということ、そしてその

為に分かりやすいプログラムを作っていること。
・山本輝太郎先生「牛乳有害説に対する消費者向け科学リテラシー教材の開発」
・光成有香先生「国産バターの商品価値競争力の評価-離散選択実験に基づいて-」。
消費者のクラス分けと国産バターへの信頼度が明らかになった点。グラスフェッドバターやアニマル

ウェルフェァなどへの理解が浸透していくことで消費動向が今後変化していくことが感じられた点。
・高津英俊先生「日本型酪農経営継承システム」の開発に向けた実態分析と課題」
日本型酪農の現状と今後を考える良い機会となった。この研究から酪農教育ファームの大切さ、消費者
との関係の大切さを強く感じた。
・清水池義治先生「北海道胆振東部地震によるMSCへの影響と災害等発生時の対応に関する研究」
地震の被害が酪農家だけではなく、乳業者にも及んでいたことに言及したこと。また、災害時のMSC

を存続させるための対応として、原乳の廃棄が避けられないケースもありうることについて述べたこと。
・玉置淳子先生「習慣的な牛乳・乳製品の摂取は、要介護化を予防し、健康寿命の延伸に寄与するか」
・田中 清先生「高齢者のロコモティブシンドローム・低栄養予防における牛乳・乳製品摂取の意義に
関する研究」
牛乳乳製品が健康に寄与する可能性は大きく、実証に結び付く研究も多く発表されている。
今後さらに人類の高齢化が進み、寿命も長くなると予測される中、牛乳乳製品が健康寿命の延伸に役立
つ所以を期待できるものに繋がると感じたため。
・第3部ルーム3での今中 美栄先生「韓国と日本の食育における牛乳・乳製品の価値観について」、吉田
智佳子先生「乳製品の摂取意欲向上への酪農体験教育の効果の検証」の発表。
活発なQAで、食育や体験学習の取り入れ方等で多くの示唆を頂いたので。
・第3部ルーム３の今中 美栄先生「韓国と日本の食育における牛乳・乳製品の価値観について」、吉田
智佳子先生「乳製品の摂取意欲向上への酪農体験教育の効果の検証」の発表。食育関連の発表は興味を
引く内容だった。
・今中美栄先生「韓国と日本の食育における牛乳・乳製品の価値観について」。
日本におけるヘルスリテラシーの現状が理解できた点。
・吉田智佳子先生「乳製品の摂取意欲向上への酪農体験教育の効果の検証」
酪農体験した後の子ども達の飲用について
・それぞれの分野の発表で、全ての発表が印象に残りました。また、乳に関する様々な多様な側面で人
の食生活に深く関わり合いがあることをあらためて認識し、重要性を感じました。 16



事後アンケート-3

93%

3%
4%

参加しやすかった

参加しにくかった

その他

コングレス全体のオンライン実施はいかがでしたか。

50%
46%

4%

参加しなかった

参加した：参加しやすかった

参加した：参加しにくかった

研究交流会のオンライン実施はいかがでしたか。

研究交流会のオンライン実施参加「しやすい」「しなかった」と回答した属性

「しやすい」と回答した属性 「しなかった」と回答した属性

31%

16%
15%

15%

15%

8%

大学・研究機関

学校教育関係者

酪農乳業関係者

乳の学術連合（幹
事・会員）
学術連合委託研究者

その他

22%

14%

36%

7%

7%

14%

大学・研究機関

学校教育関係者

酪農乳業関係者

乳の学術連合（幹
事・会員）

学術連合委託研究者

医療関係者・栄養士

17



事後アンケート-4

乳の学術連合、Ｊミルクが行う活動へのご要望・ご意見等お願いします。その他、コングレ
スの開催などで、お気づきの点などございましたら、あわせてご記入をお願いします。
・他分野のみなさまの研究・情報を拝聴でき、学びになりました。
・各分野の方々と、乳についてのサポートや研究をしている一体感があり、とても嬉しく思いました。
私も尽力いたします。今後ともどうぞよろしくお願いします。
・今回発表させていただき、ありがとうございました。事前に発表スライドの録画を提出しておくこ
とで、次の点がとてもよかったです。①進行が時間通りいく、②発表する緊張感を感じないで済んだ。
③リハーサルで司会者や他の発表者の方とご挨拶できた。自分の発表を客観的に聴くことができた。
しかし、運営の方は大変だったと思います。ありがとうございました。
・様々な研究分野のお話が聞けて大変参考になります。
・オンデマンド配信してくださりありがとうございました。
・交流会はオンラインでもいわゆるシンポジウム形式で発表者と質問者を分ける形式でも良いので
は?
・質疑応答・議論やネットワーキング・懇親会では会場参加が何よりなので、私自身は、極力会場参
加したいです。海外からの講演者招聘や遠隔地の方はオンラインのメリットが大きいと思いますし、
万一他の予定と重なった場合を考えると、ライブ参加やオンデマンドが選択できると有難いです。

18

次回を集会型併催（会場：都内）で開催した
場合、どのような方法で参加したいですか。

45%

27%

28%
オンライン：ライ
ブ参加

会場参加

オンライン：オン
デマンド参加

【オンライン・ライブ参加希望の属性】

【会場参加希望の属性】 【オンデマンド参加希望の属性】

25%

25%
12%

12%

13%

13%

酪農乳業関係者

大学・研究機関

乳の学術連合（幹
事・会員）

学校教育関係者

学術連合委託研究者

その他

23%

46%

7%

8%

8%
8%

酪農乳業関係者

大学・研究機関

乳の学術連合（幹
事・会員）
学校教育関係者

学術連合委託研究者

医療関係者・栄養士

25%

12%

12%
25%

13%

13%

酪農乳業関係者

大学・研究機関

乳の学術連合（幹
事・会員）
学校教育関係者

学術連合委託研究者

医療関係者・栄養士
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